
2024 年 第 1 回 名大本番レベル模試 地理 

採点基準 

全 3問 90 分 200 点満点 

 

Ⅰ（50 点） 

採点基準 

問 1 2 点 

 

問 2（基準の合計 10 点→8 点満点） 

＊ 村落の工夫（基準の合計 4点→4 点満点） 

〔村落の工夫①〕散村である 2 点 

� 「散村」は「散居村」「孤立荘宅」でも可 

� 家屋が分散しているという内容でも可 

〔村落の工夫②〕（家屋の周囲に）屋敷林がある 2 点 

� 「屋敷林」は「防風林」「カイニョ」でも可 

＊ 工夫が防いでいる災害とその要因（基準の合計 8点→6 点満点） 

〔工夫①が防いでいる災害〕（散村という形態は）火災の延焼を防ぐ 2 点 

� 「延焼」は「類焼」「燃え広がること」でも可 

〔工夫②が防いでいる災害〕（屋敷林は）家屋を暴風から防ぐ 2 点 

〔災害①②の要因〕フェーン現象が起きる 1 点 

� 「井波風が吹く」でも可 

〔防いでいる災害③〕（屋敷林は）家屋を大雪から防ぐ 2 点 

〔災害③の要因〕（冬に）モンスーンの影響を受ける  1 点 

� 「モンスーン」は「季節風」でも可 

 

問 3  

（1） 2 点 

（2）（基準の合計 5点→4 点満点） 

〔集落の立地①〕堤防に沿って立地している 1 点 

〔立地①の形態〕（堤防に沿って）列村形成されている 1 点 



� 「列村」は「列状の集落」でも可 

〔集落の立地②〕自然堤防上に立地している 1 点 

〔立地②の形態〕（自然堤防上に）塊村形成されている 1 点 

� 「塊村」は「塊状の集落」でも可 

〔立地②の特徴〕（自然堤防は）旧河道に沿って形成されたものである  1 点 

 

問 4 

（1） 3 点 

（2）（基準の合計 10 点→8 点満点） 

＊ 霞堤の機能とその利点（基準の合計 10 点→8 点満点） 

〔霞堤の機能①〕（増水・洪水時に）開口部から河水を逆流させる 2 点 

� 「開口部から河水を川の外に出す」「開口部付近で遊水・貯水する」という内容であれ

ば可 

〔霞堤の機能②〕（開口部から）上流で氾濫した水を川へ戻す 2 点 

〔機能①による利点①〕（河水の逆流により）洪水時の水流を弱めることができる 2 点 

� 「洪水時の水流」は「洪水流」でも可 

〔機能①による利点②〕（河水の逆流により）下流の被害を軽減できる 2 点 

� 「被害」は「増水」「増水リスク」でも可 

〔機能②による利点〕洪水の早期収束につなげることができる 2 点 

� 「早期収束につなげる」は「被害拡大を防ぐ」でも可 

＊ 霞堤の欠点（基準の合計 6点→2 点満点） 

〔霞堤の欠点①〕（開口部付近の）住民が損害を被る可能性が高い 2 点 

〔霞堤の欠点②〕（被害の受けやすさをめぐって）住民同士でトラブルが起きる可能性がある 2

点 

� 「トラブル」は「衝突」などでも可 

〔霞堤の欠点③〕（建設において，開口部付近の）住民の同意を得ることが難しい 2 点 

 

問 5 

（1） 3 点 ・完答 

（2）（基準の合計 10 点→8点満点） 

＊ A・C の判断理由（基準の合計 6点→2 点満点） 

〔判断理由①〕（A・Cは）標高の低いところに位置する 2 点 

� 「標高の低いところ」は「凹部」でも可 

〔判断理由②〕（A・Cは）周囲と異なる土地利用が帯状に分布する場所に位置する 2 点 

� 「周囲と異なる」は「荒地」「畑」「田でない」でも可 



〔判断理由③〕（A・Cは）自然堤防上の（神社を持つ）集落に挟まれた場所に位置する 

 2 点 

＊ 新旧河道の特徴（基準の合計 2点→2 点満点） 

〔新河道の特徴〕直線的である 1 点 

� 「直線的である」は「人工的に建設された」などでも可 

〔旧河道の特徴〕蛇行している 1 点 

� 「蛇行している」は「自然に形成された」などでも可 

＊ 流路変更の恩恵（基準の合計 8点→6 点満点） 

〔流路変更の恩恵①〕洪水が減少した 2 点 

� 「洪水」は「河川の氾濫」などでも可 

� 「減少した」は「防止される」などでも可 

〔恩恵①の理由〕（河川の直線化により）河水を速やかに排水できるようになった 2 点 

� 「河水」は「洪水流」などでも可 

〔流路変更の恩恵②〕（旧河道上で）農地が開発された 2 点 

� 「農地」は「畑」でも可 

〔流路変更の恩恵③〕（旧河道上に）憩いの場が開発された 2 点 

� 「憩いの場」は「公園」「びわこ地球市民の森」でも可 

 

問 6 

（1） 2 点 

（2）（基準の合計 12 点→10 点満点） 

〔水害の発生要因〕降水が河川からあふれること 2 点 

� 「河川」は「下水道」「下水管」でも可 

� 「河川からあふれる」は「処理能力を超える」でも可 

〔首都圏外郭放水路の構成①〕地下に建設された施設 2 点 

� 「施設」は「空間」「空洞」でも可 

� 「地下に建設された」が欠けていれば 1点 

〔首都圏外郭放水路の役割①〕（増水した際に）水を溜める 2 点 

� 「水を溜める」は「貯水する」でも可 

〔首都圏外郭放水路の役割②〕（処理能力の低い）河川の流量を抑える 2 点 

〔首都圏外郭放水路の構成②〕地下に建設された排水のためのトンネル 2 点 

� 「地下に建設された」が欠けていれば 1点 

〔首都圏外郭放水路の役割③〕（水を）他の河川に放流する 2 点 

� 「放流する」は「分散させる」でも可 

	  



2（70 点） 

採点基準 

問 1 

(1) 各 2 点 

(2) (基準の合計 10 点→9点) 

〔マレーシアのゴム農園の背景〕プランテーションに起源を持つ 2 点 

〔プランテーションの詳細①〕19 世紀のイギリス統治時代の名残 1 点 

〔プランテーションの詳細②〕安価なインド人労働力の存在 1 点 

〔ゴムの生産量の変化〕（ゴムの生産量は減少している） 1 点 

〔パーム油の生産量の変化〕（パーム油の生産量は）増加している 1 点 

〔ゴム生産量の減少理由①〕合成ゴム流通による天然ゴムの価格低下 2 点 

� 価格下落のみに言及している場合は 1 点 

〔ゴム生産量の減少理由②〕ゴムの老木化 1 点 

〔ゴムからパーム油への転換の理由〕パーム油の価格高騰 1 点 

(3) (基準の合計 8 点→8点) 

〔緑の革命の説明①〕品種改良による高収量品種の登場 2 点 

〔緑の革命の説明②〕農薬の普及 1 点 

〔緑の革命の説明③〕収穫量の増加 2 点 

〔緑の革命の問題点①〕格差の拡大 2 点 

〔緑の革命の問題点②〕環境への負荷 1 点 

� 「環境への負荷」は「環境悪化」「環境への悪影響」でも可 

(4) 各 2 点 

問 2 X～Z 各 1 点  

問 3 各 1 点 

問 4 2 点 

問 5 

(1) 各 1 点 

(2) (基準の合計 7点→6点) 

〔トウモロコシの生産量増加の背景〕バイオマス燃料の原料としての需要増大 3 点 

� 「バイオマス燃料」は「バイオ燃料」「バイオエタノール」でも可 

〔トウモロコシの生産量増加の問題点〕（トウモロコシの）価格が高騰する 1 点 

〔価格高騰の理由〕飼料としての需要と競合してしまう 2 点 

〔そのほかの問題点〕連作障害が起こる 1 点  



問 6 

(1) 各 1 点 

(2) (基準の合計 12 点→10 点) 

〔二圃式の説明〕（二圃式は）麦栽培の後に休閑地を設定する 2 点 

� 「麦栽培」は「穀物栽培」でも可 

〔三圃式の説明〕（三圃式は）冬穀作・夏穀作・休閑を 3年で繰り返す 2 点 

〔混合農業の背景〕休閑地にクローバーなどを植えて肥沃度を保つ 2 点 

� 「クローバー」は「根菜類」「かぶ」「テンサイ」でも可 

〔混合農業の説明〕家畜の飼育と飼料作物の栽培を組み合わせる 2 点 

〔発展の流れ〕二圃式→三圃式→混合農業の流れが説明できている 4 点 

問 7 

(1)  (基準の合計 6点→6点)  

〔V地点の標高〕 500mと 550mの中間 1 点 

〔西側の斜面〕Vから500mの地点の手前から急に落ちVから1000mの地点の手前の標高420m

ほどで止まる 1 点 

〔東側の斜面〕Vから 2000mの地点あたりから立ち上がり，から 2500mと 3000mの中間あた

りで段丘面に到達 1 点 

〔W地点の標高〕550m ほど 1 点 

〔目盛①〕標高の目盛（縦軸）が正しく振れている 1 点 

〔目盛②〕距離の目盛（横軸）が正しく振れている 1 点 

(2) (基準の合計 11 点→9点) 

〔1976年時点での農業①〕谷底平野では水田 1 点 

〔谷底平野の特徴〕（谷底平野は）低湿である 1 点 

〔1976年時点での農業②〕段丘面では桑畑 1 点 

〔段丘面の特徴〕（段丘面は）水はけがよい 1 点 

〔段丘面の変化〕桑畑から果樹園へ変わった 2 点 

〔桑畑から果樹園への転換の背景〕養蚕業の衰退による桑の需要の低下 2 点 

〔養蚕業衰退の背景〕合成繊維／輸入生糸の流通 1 点 

� 合成繊維/輸入生糸の流入が養蚕業衰退の背景として書かれていない場合は加点しない 

〔果樹の特徴①〕付加価値が高い 1 点 

〔果樹の特徴②〕水はけのよいところで育つ 1 点 

	  



Ⅲ（80 点） 

採点基準 

【A】 

問 1 

(1) 

[地名] 2 点 

[境界]  2 点 

(2) (基準の合計 9 点→7点) 

[政策の内容①](政策を)政府が主導で行った 1 点 

[政策の内容②]軽工業から重工業へ移行した 2 点 

[政策の内容③](重工業は)輸出志向型である 2 点 

[政策の結果①]急激な経済成長を達成した  2 点 

[政策の結果②](アジア)NIEs 入りを達成した 2 点 

(3)  (基準の合計 9 点→7点) 

[政策の内容①](政策を)政府が主導で行った 2 点 

[政策の内容②]農業の生産性向上を目的とした 2 点 

[政策の内容③]新しい村の建設を目指した  2 点 

� 「新しい村の建設」は「農民の意識改革」でも可 

[政策の結果①]インフラが建設された  2 点 

[政策の結果②]道路が建設された   1 点 

� 政策の結果②の具体例として「用水路」や「橋」を挙げても可 

(4) 3 点 

問 2 

(1) 

雨温図 2 点 

気候因子・気候要素  (基準の合計 4 点→4 点) 

[夏季の気候①]高温多湿である 1 点 

[夏季の気候②]モンスーンの影響を受ける 1 点 

[冬季の気候①]冷涼で乾燥する 1 点 

[冬季の気候②]シベリア気団の影響を受ける 1点 

(2) (基準の合計 6 点→4点) 

[暖房設備①](図 5 は)オンドルである 2 点 

[オンドルの仕組み①]かまどで炊いた火の熱を床と地面の間へ送る 1 点 

[オンドルの仕組み②]熱を煙突から排出する 1 点 



[オンドルの仕組み③]エネルギー効率がよい 2 点 

(3) (基準の合計 4 点→4点) 

[キムチの役割①](キムチは)野菜の漬物である 2 点 

[キムチの役割②](キムチは) 冬季の保存食として利用された 2 点 

問 3 

(1) 3 点 

(2) 3 点 

 

【B】 

問 1 (基準の合計 24 点→20 点) 

[X湖の名称](X湖は)アラル海である 2 点 

� 湖名が誤っている場合は，全体 0 点 

[政策の背景①](政策の背景は)ソ連による開発計画である 2 点 

� 「自然改造計画」と書いても可 

[政策の背景②](開発計画により)灌漑農業による綿花栽培が推進された 3 点 

� 「灌漑農業」が欠けていれば 1点，「綿花栽培」が欠けていれば 0 点 

[政策の背景③](対象地域は) アラル海に流入する河川の流域である  2 点 

[政策の背景④](アラル海に流入する河川の名称は) アムダリヤ川である 2 点 

� 「アムダリヤ」は「アムダリア」「アム・ダリヤ」でも可 

� 「シルダリヤ川」を挙げても可 

[政策の内容①]河川水が過剰に汲み上げられた 3 点 

[政策の内容②]運河が建設された 3 点 

� 「カラクーム運河」以外の運河名が書かれていた場合 1点 

[政策の結果①]湖の面積が縮小した  3 点 

[政策の結果②]湖の塩分濃度が上昇した 2 点 

[政策の結果③](X湖の)生態系が破壊された 2 点 

� 「生態系が破壊された」は「農業に深刻な影響が出ている」でも可 

� 政策の結果①が政策の結果③の理由である，または，政策の結果②が政策の結果③の理由

である，という関係でなければ，2点減点 

 

問 2 

ウラン 3 点 

原油 3 点 

問 3 (基準の合計 17点→13 点) 

[Y地域の名称](Y地域は)新疆ウイグル自治区である 2 点 

� 「新疆ウイグル自治区」は「ウイグル」でも可 



� 地域名に誤りがある場合，全体を 0点とする。 

[交通①](Y地域は)交通の要衝である 2 点 

[交通②](Y地域には)歴史的にはシルクロードが通過していた 2 点 

� 天山北路でも可 

� ②が①の理由である，という関係でなければ，1 点減点 

[資源①](Y地域では)資源が豊富に産出される 2 点 

� 「豊富に」という趣旨の説明が欠けていれば，1 点減点 

[資源②](Y地域では)石油が産出される 2 点 

� 「石炭」，「天然ガス」，「レアメタル」，「レアアース」を挙げても可 

[民族①](Y地域は)ウイグル族が居住する 3 点 

� 「ウイグル族」は「ウイグル人」「ウイグル」でも可 

[民族②](Y地域では)イスラム教が信仰されている 2 点 

[民族③](Y地域では)ウイグル語が話されている 2 点 

� ウイグル文字を用いているでも可 

 


